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菊
他
勇
夫
著
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働
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法S
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菊
池
勇
夫
箸
：

「

日
本
勞
働
立
法
の
發
展

」
-

藤

林
: 1  ''

敬

妻

が

「

日
本
勞
働
党
法
の
發
展

J

と
題
さ
れ
てゐ

る

と
，こ

ん
，か
ら
も
明
か
な
や
ぅ
に
、、
吾
抓
»

に
於
げ
一
る_

働
立
法
史
；に
關
す
を
一
：
 

文
献
で
あ
る
、こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
o

,
し
か
レ
本
齊
は
素
々.，勞
働
立
法
皮
と
し_
て
も
の
さ
れ
た
も
の
で"
は
な
ぐ
、.。
過
去
：

4 -

救
年
c

k ;
;
 

る
間
に
於
い
て.、
そ
の
時
々
に
實
際
の
目
と
せ
ら
れ
た
社-#
立
法
に
關
する

著
者
の
諸
論
稿丨

そ

の
多
く
は
滕
事
評
論
的
形_態
'に 

於
い
て
書
か
れ
た
も
のI

の
集
成
で
あ
つ 
>

、
時
代
的
に
は
、
滿
洲
事
變
哪
後

(

本
書
第
三
編〕

、
支
那
* ,
.
變
以
後c

第1
.
J

編〕

の
も
の 

を
主
た
る
內I

介
と
し
て
ね
る
。
そ
し
て
こ
れ
，に
.對
し
て
、
本'書
第j

編r

總
觀」

中
、
そ
の
第11

早
と
し
で
.

- 1
我
,
に
於
げ
る
社
會
立
法 

、，の
發
達J

と
い
ふ4、

論
が
加
へ
ら
れ
て
ゐ
て
、
そ
の
^
で
明
治
、
大
K

r

昭
和
に
及
ぶ
極
く
簡
單
な
歷
史
的
考
察
紙
行
.は
れ
て̂
.

る
'に 

過
ぎ
な
い
。
匕
，か
も
こ‘の
旛
史
的
考
察
は
芄
百
頁
、に
.
近
い
本
書
中
僅
か
、に
三
十
真
を
占
め
る
に
止
ま
リ
、

.
吾

が

勞

働

立

法

史

：に
.
關

す

る 

文
献
と
し
て
は
；
蓝
だ
も
の
边
り
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
先
づ
指
摘
し
て
骰
か
ね
ば

.な
ち
な
いO

 

.
 

- 

,

':
.

.

本
書
の
こ
の
や
ぅ
敦̂
:

^、に
加
へ
て
、
’
尙
ほ
第
二
に
指
®
し
て
置
い
て
い
S

こ
と
は
、: ^

書
が
，著
者
の「

社
#

•

經
濟
法
論
集」

第f
1 - 

卷
と
し
て
公.刊
さ
れ
た
も
，の
で
あ
つ
て
パ
そ
め
未
刊
の
第
ム
翁
は
^
-勞
働
法
の
生
要
間
題
匕
名
題
さ
れ
、
其
處
で
は
主
ど
し
て
勞
渤
法
に

,關
す
1
理
論
的
硏
究
に
屬
す
：る
諸
論
稿
が
集
_め
ら
れ
る
と
い
ふ
く
と
で
あ
古
。
e
の
た
め
に
か
、
本
書
は
右
に
指
摘
し
た
缚
ー
編
-第
プ 

章
を
除
い
て
'は
、
全
^
^
事
評
論
集
で
あ
る
と
い
ふ
-性
格
を
强
く
示
し
て
0
る
。
唯
^
薪
者
の
こQ

時
事
評
論
が
滿
洲
事
變
前
め
頃
か
'

• 

- 

• 

y
- 

r 

J
J
/
.
: 

.

.

.

»
.
.

「
— 

.

.' 
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• 

' 
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. 

-
»
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J 

/
« 

- 
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u 

- 
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i

ら
の
も
の
で
あ
つ
て
、
從
つ
て
こ
の
評
論
の
筆
を
通
じ
て
‘、
吾
々
は
此
處
十
數
年
間
の
.，吾
が
勞
働
立
法
の
展
開
を
窺
ふ
こ
と
は
出
來
る
。

,

し
か
し̂

直
に

^

へ
被
、
本
書
の
表
題
に
依
づ
て
、

.

吾
が
國
に
於
け

,̂

勞
働
立
法
班
に
關
す
る
箸
作
を
期
待
し
た

^

の
に
と
つ

1

て
は
、

••

甚
だ
も
の
へ
足
り
：な
い
：感
じ

'

の
す
る
の
を
否

.

み
得
な
い
で

•

あらう。

，
パ

‘ 

.

:
-■
:

.か
く
て
私
は
一
般
の

.

讀
者
と
共
に

',

著
者̂

對
し
て
、

$

の
■

や
う
な
論
文
集
'で
は
な
く 4

て
、
系
統
的
な
勞
働
立
法
史
の

1
書
を 

,

:

も
の
さ
れ
ん
こ
と
を
期
待
し
て
止
ま
な
い
。‘
そ
し
て
こ
の
や
う
な
希
望
が
容
れ
ら
れ
る̂

ら
ば
、：
今
後
：0

1

1

烬
國
：の
被
働
立
法

«7
)

發
展

. 

.

の
た
，め
に
も

'
 

そ
れ
は
大
い
に
意
義
の
あ
る
こ

.

と
で
补
ち
う
と
思
は
れ
る
;0

蓋
し
過
去

'

に
於
け
る
、.

特
に

.

W
.

弧
事
變

'

の
：勃
發
以
、前
に
於

. 

は
る
吾
が
國
の
勞
働
立
法
の

I

に
較
べ
て

'

、
事
變
後
今
日
に
至
る
ま
で

f

れ
S

唱
ざ
ま
し
い
：の
；で
あ

I

:

と
^

情
の
變
化
に
對
し
で

1

今
日
吾

r

に
と
つ
て
必
要
，な
こ
と
は
、

.

過
丢
の
事
實
に
鼽
い
宽
愼
重
な
檢
时
も
加
へ
七
見
吝
と
い
ふ
こ
“と
で
あ

る 

o
 

, 
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.
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本
書
の
著
者

.

£

對
す

.

.る
弒
の
.右
の
や
5 -

尨
希
望
と
關
聯
し
て
、
此
處
咚
吾
が
. @

の
燊
働
立
：法
め

'

發
展
に

.

關
ホ
為
著
者
の
.理
解
に
就
い 

'

て
、
若
午
の
批
評
を
加
へ
て
置
き
：た
い
。
私
が
此
處
，で
問
題
と
レ
ょ
う
と
す』

著
奢
の
，理
解
は
、
本
書
中
諸
所
に
散
在
す
る
が
、
そ
れ 

は
觉一

編
猫

5

の
駿

I

の
部
に
於
い
て
、
明

.

■

に
示
さ
れ

.

て
ゐ
る
。

、

-

丨

' 

:

,

’

藉
者
は
明
治
三
ゼ
年
以
後
に
吾
が
社
會
立
法
睁
代
が
開
始
さ
れ
た
と̂

ふ
が
、
ビ
れ
に
は
む
ろ
ん
異
論
は
な
い
。
そ
し
て
當
時
の
吾

• 

• 

■ 
. 

. 
:
 

- I 

•.て ：..-

■ I 

• 
y 

r 

. 

K 
)
 

■ 1
.
.
. .
.
.
. 

. 

.

.

. +
-
f
- 

. 

* 

• 

J 

. 

.

.

.

.

. 

• 

. 

. 

i 

• 
s

、
が
政
府
の
エ
場
，法
の̂

定
の
努
カ
以
後
、
大

r

止
、
明
和
に
か
け
て
§
晋
が
勞
働
立
法
の
發
展
を
顧
み
て

>

著
者
は
次
ぎ
の
や
う
な
諸
點 

,

‘
 

■菊
泚
势
夫
琴

:̂本
勞
.
立
，法
め
發
展」

レ

： 

苏七另
八三

)

、



、

r 

、菊
池
勇
夫
考

2

:

本
勞
倒
.

立
法
.

の
絶
展

」

.

.

く

.

. 

<
卜

卜

(

し'
八
.

g
r
)

.

.

.

.
-
J 

-

で
.

：
.

.

.

.ゾ

-
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. 

'

を

.

霞
し
て
居
ら
れ
る

"

即
ち
：

.

-

.

.

.y
.:
(

!

,

:政
©

^

周
.
.；の
«

步

刺

宫

僚

が

國

際

的

厢

係

を

齡

慮

し

，
て

 

'
.
'指

導

的

立'法

を

企.
て
た
，

例.へ
ば'「

明

治
.

H
-

1
-

•【

年

め

^

句

改

で

ぶ 

伸
な
ふ
內
外
人
雜
居
の
時
期
が
工
場
法
制
定
の
有
力
な
！̂
由
七
し
ズ
が
\

げ
ら
^

た
0」

'

ぃ

.
'•■
-

'
 

. 

*

-'

^

資
ボ
が
貧
弱
な
資
源
と
後
れ
た
技
術
を
以
て
，、
し
か
も̂

外
.

の' 

市
場

.

に4

け
る
そ
の
地

.

来
を
隙
拓
す

.

る
た
め
、
專
ら
低
賃
銀
と 

勞
働
强
化
忆
依

#

し
た
。

，

t
 

:

 

• 

/

 

, 
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.
-
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V
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■
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. 
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エ
場
法
制
定
を
促
進
せ
し
勿
た
, ^
_

 

_

、
明
治
5 £

_

十
年
代
；の
勞
働
運
動
の
勃
興
で
：あ
ね
、：

そ
.

，の
後
制
定
さ
れ
ザ
エ
場
法
が
大
正

. 

.

部
代
ま
で
施
行
さ
れ
な
ヵ
つ
た
の

-i
i

'

勞
働
蓮
» '

の
沈
響
に

.

ょ̂
'
^

0

で
.

あ
0

^

.0

太
正

'

部
^ '

に
お
け
る
社
會
s :
^ :

の
發
'«
¥
內
外
に
. 

:

亙
.

る
赞
働
運

.

動
の
異
常
な
發
展
を
背
景
と

.

し
た
と
と

.

は
い
ふ
ま
で
も
な
い

9
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( 4

最
後
に

.

;

^

面
の
，

x

,

B-
-

q

社
會
立
法
の
傾
间
と
し
て
は
、

;i
i

:
t -

:
-

局
の
德
駿
ポ
强
化
さ
れ
た
の

.

は
勞
働
ハ
勢
力
を
.背
景 

と
し
た
の
で
は
な
く
、
全
く
國
策
遂
行
の
，有
カ
な
あ
ら
は
れ
と
見

.

ら
'

れ
る
。

' 

.そ
し̂

此
.

称
ち
は
、- ;

政
.

治
.

於
經
濟
ぢ
指
擎
す
各
栽
本

.

内
持

_
_ 

殊
性
が
强
く
顯
は
れ
て

t

o

 

-

 

_

、
 

ノ

ぐ

ン

-

.

吾
が
國
の
龆
會
立
法
の
發
展
を
顧
み
ズ
、
著
^

が
こ
の
や
う
に
い
ば
‘

れ
^

と
と
^

、
‘
寄

が

社#:
'

立

決

の

本

質

を

来

だ

根

本

的

に

理

解
 

し
锊
て
ゐ
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
は
ね
ば
な
ら
-
な
い
？
そ
し
■

て
先
づ
こ
の
や
う
な
著
者
の
理
解
，に
於
い
て
は
、
社
#

立
法
は
；そ
_

の
時
.々 

グ
狀
反
に
於
い
て
も

-

の
成
立
の
腐
據

.
を
異
.
に
し
，、

.

從
.

つ
七
時
代

'

に

依

：つ
て
そ
.

の
：本

質

を

異

に
_
.す
^

も

に

现

解

へ

さ^ ,

て
ゐ
.る 

や
う
に
I

;

へ
る
。
就
中
、
兔
那
蒂
變
後
急
れ
以
前
と
に
，於
い
て
は
、
吾
が
勢
働
立
法
が
全
•く
異
な
る
も
の
で
あ
る
や
う
に
考
へ
ら 

れ
て
ゐ
る
？
と
れ
に
對
し
て
、
私
は
少
し
く
酷
評
に
渦
ぎ
る
か
も
知
れ
贪
い
が
、
先
少
次
ぎ
の
や
う
に
い
0

て
蹬
き
た
い
。
蔣
街
の
と 

の+

- 5
,

な

现

解

，か

ら

級

れ

ば

,\

著
乾
に
對
し
て
勞
1

*

择
の
歷
史
的
考
察
を
*

期
待
す
る
匕
と
览
全
く
徒
勞
，で
ぁ
'

る
0

著
者
の
膝
史
的
，理

解
は
金
く
疑
ほ
し
い
へ
，私
は
本
誌
十
月
號
に
於
い
，て
、
，，.北
岡
氏
^
社
會
政
策
論
を
批
判
し
た
の
で
あ
る
が
，
' 

I岡
氏
の
所
論
に
は
尙
ほ 

幾
分
見
I
ベ
'き
も
の
が
あ
る
ド——

‘同
代
著
、
社
會
政
策
概
論
第
三
編
補
論
の
第
，1「

我
國
社
會
政
策
の
特
質」
> 
參
考
1

著
^
の
見
解
■■
■ 

け
^

の

.北

岡

氏

の

所

於 

1

に
較
べ
て
さ
.へ
，、
歷
史
的
现『

解
に
於
い
て
全
く
態
を
な
し
て
ゐ
な
-v>
t 

、
 

,
« 

, 

、：：u

.

:;

著
者
は
吾
が
勞
働
立
歡
を
囘
顧
し
て
、

' 

右
の

1

や
'

ぅ
な
四
つ

.

の
，理
解
を
示
さ
れ
た
が
、
そ
の
第

.一

の
見
解
の
如
き
は
全
く
皮
相

.

の
と

. 

と
が
あ
つ
て
、
こ
：れ
で
ぼ

,

治
三
七

"

ネ
代
に
於
け
る
政
府
のH

場
法
制
定
の
努
力
の
窻
确
な
ざ
到
底
理
解
さ
れ
，た
こ
と
に
は
な
：ら

.

.な
'

い
。

. 

そ
し
て
私
は
今
こ
れ
に
對
し
て
若
千
の
言

*

を
費
す
だ
け
，の

®

値
も
諷
め
難
い
。

M

ら
に
、
篆
者
の
見
解
に

-

於
い
て
は「

§ .

一E

勞
働
，
 

運
動
の
意
義
が
相
當
に
蒿
く
評
馈
吝
‘

で
*

る
が
、
こ
れ
に
就
い
て
も

_

呔
鹰
ち
^ '
' ^
« -

同
し
讀
い

>

特
杷
明
治
三
，十
年
代
に
淤
け
る 

吾
が
勞
儆
運
動
に
就
い
’

て
は
素
よ
り
、
そ
：の
後
大
疋
年
代
，に
於
け

.

る
歡
働
蓮
亂
紀
就
い
て
見
て

4

(

第
：1

.

れ
勞
働
者
：.

の
婆
働
組
合
べ
‘

^

 

組
織̂

が
茜
だ
低
い
の
‘

で
あ
つ
て
、
と
れ
に

.

加
；へ
て
、i

ガ
働者の政的勢

-

力
W

尙
ほ
茜
だ
微
弱

.

で
あ

.

.つ
で

V

m

p

て
い
へ
ば
、

，
'

過
去 

に
於
い
て
寄
が
國
の
勞
働
考

S

勢
カ
が

«

か
0 |

恕
焱
が
が
ィ
そ
れ
だ̂

勞
働
贫
法

,(
0

_

展
を
刺
紙
し
'な
か
0 :

.

^

と
み
ふ
；、#

者
と
は
反

. 

對
の
ー
，面
こ
そ
歷
史
的
に
は
指
摘
せ
ら
る
ぺ
き
で
あ
る
* 0

,

し
か
し
く
れ
に
關

^

て
尙
故
极
本
的

_

重
要
贫
己

.

：と
，.
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